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本
会
は
農
村
工
業
利
用
連
合
会

（
農
工
利
連
）
の
医
療
事
業
部
門
を
継

承
し
、
昭
和
２５
年
に
独
立
発
足
し
ま

し
た
。
発
足
時
は
、
昭
和
（
現
・
昭

和
伊
南
総
合
病
院
・
駒
ヶ
根
市
）・
佐

久
・
北
信
・
安
曇
の
４
病
院
で
、
病

床
数
は
合
計
３
５
４
床
、
職
員
は
１

６
９
人
で
し
た
。

設
立
の
翌
年
か
ら
は
、
県
内
厚
生

連
病
院
の
職
員
が
集
ま
り
体
育
大
会

を
開
き
ま
し
た
。
第
１
回
は
山
ノ
内

町
・
湯
田
中
温
泉
球
場
で
開
催
さ
れ
、

競
技
は
野
球
の
み
で
し
た
。
出
場
は

４
病
院
。
安
曇
病
院
は
診
療
所
か
ら

病
院
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
本
所
と

の
連
合
軍
で
し
た
。
第
２
回
か
ら
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
も
追
加
さ
れ
、

多
く
の
職
員
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

故
若
月
俊
一
名
誉
総
長
な
ど
佐
久

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
戦
後
の
混
乱

が
続
く
昭
和
２２
年
に
長
野
県
農
村
医

学
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
年
２
回
の

ペ
ー
ス

で
県
内

病
院
を

巡
回
し

て
定
期

的
に
開

催
し
て

き
ま
し

た
。
こ

れ
を
全

国
規
模

に
拡
大

し
た
日
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長
野
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
の

誕
生

昭
和
８
年

昭
和
９
年

昭
和
１８
年

昭
和
１９
年

昭
和
２０
年

昭
和
２５
年

昭
和
２６
年

昭
和
２７
年

昭
和
２８
年

昭
和
２９
年

昭
和
３０
年

昭
和
３１
年

昭
和
３３
年

昭
和
３４
年

昭
和
３５
年

上
伊
那
南
部
病
院
組
合
11
村
の
産

業
組
合
に
よ
る
有
限
責
任
購
買
利

用
組
合
昭
和
病
院
設
立
許
可

組
合
立
昭
和
病
院
開
設

長
野
県
農
業
会
設
立

昭
和
病
院
は
県
農
業
会
に
移
譲

県
農
業
会
佐
久
病
院
開
設

県
農
業
会
北
信
病
院
開
設

長
野
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
設
立

安
曇
病
院
開
設

第
１
回
体
育
大
会
開
催

松
代
病
院
開
設

第
１
回
日
本
農
村
医
学
会
開
催

佐
久
病
院
准
看
護
学
院
開
設

佐
久
病
院
付
属
小
海
診
療
所
開
設

佐
久
病
院
が
佐
久
総
合
病
院
と
改
称

鹿
教
湯
温
泉
療
養
所
開
設

年
度
末
手
当
の
支
給
開
始

北
信
病
院
が
北
信
総
合
病
院
と
改
称

佐
久
総
合
病
院
に
よ
る
八
千
穂
村

全
村
健
康
管
理
開
始

佐
久
総
合
病
院
小
諸
分
院
開
設 60

周
年
を
迎
え
た

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連

〜
こ
れ
ま
で
の
歩
み
〜

年
　
　
　
　
表

初年度の医療施設利用状況（患者数は実人員）

第1回厚生連体育大会（野球のみ）に出場した
安曇病院チーム（昭和26年9月、山ノ内町）

佐久病院の手術風景（昭和20年代）

事
業
所
・
職
員
間
の
交
流
の
場

体
育
大
会

日
本
農
村
医
学
会
設
立

第1回日本農村医学会総会（昭和27年7月）

昭和病院 
内科・外科・ 
婦人科・耳鼻科・ 
歯科 

１３０床 ７，４８０人 ９，１７６人 

佐久病院 内科・外科・ 婦人科 １２０床 １，９１０人 １４，１９０人 

北信病院 内科・外科・ 耳鼻科・伝染病 ８０床 １，３１０人 １６，１８４人 

安曇病院 内科・外科・ 婦人科 ２４床 ２１８人 １０，９４１人 

合　　計 

診療科 病床数 入　院 外　来 

３５４床 １０，９１８人 ５０，４９１人 



看
護
師
不
足
を
解
消
し
、
農
村
の

医
療
と
保
健
を
守
る
優
秀
な
看
護
師

を
養
成
す
る
た
め
に
昭
和
３５
年
、
佐

久
総
合
病
院
高
等
看
護
学
院
を
開
校

し
ま
し
た
。
専
任
教
員
２
人
、
専
任

事
務
員
１
人
、
第
一
期
生
は
１４
人
で

し
た
。
昭
和
３８
年
ま
で
は
、
臼
田
小

学
校
校
舎
の
一
部
を
借
り
て
使
用
し

ま
し
た
。

４１
年
に
は
県
下
で
初
の
男
性
看
護

師
の
養
成
を
始
め
、
４４
年
に
は
第
二

科
（
准
看
護
師
か
ら
看
護
師
に
な
る

２
年
課
程
）
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

3

本
農
村
医
学
会
の
設
立
総
会
と
第
１

回
学
会
が
、
昭
和
２７
年
７
月
に
長
野

市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
方
的
な
発

表
だ
け
で
な
く
、
相
互
に
情
報
交
換

す
る
討
議
の
場
を
設
け
、
農
民
や
労

働
者
も
参
加
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究

会
と
し
て
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
も

多
く
い
ま
し
た
。

農
協
病
院
は
昭
和
３４
、
３５
年
ご
ろ

ま
で
全
国
的
に
赤
字
で
、
経
営
的
に

行
き
詰
っ
た
多
く
の
農
協
病
院
は
地

方
自
治
体
な
ど
に
経
営
移
管
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

関
係
者
が
経
営
改
善
策
に
つ
い
て
知

恵
を
絞
っ
て
出
て
き
た
の
が
、
事
業

所
ご
と
に
独
立
採
算
制
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
経
営
努
力
を
し
た
結
果
、
黒

字
が
生
じ
れ
ば
そ
の
病
院
で
分
配
す

る
方
式
で
、
昭
和
３１
年
か
ら
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
、
基
本
給
・
諸
手

当
・
年
間
臨
給
な
ど
生
活
に
必
要
な

も
の
は
、
ど
ん
な
に
赤
字
に
な
っ
て

も
同
一
だ
が
、
反
面
黒
字
が
出
れ
ば

年
度
末
手
当
と
し
て
そ
の
事
業
所
内

で
分
配
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
「
事
業
所
独
立
採
算
制
」
あ
る
い

は
「
特
別
賞
与
制
」
は
長
野
県
方
式

と
し
て
各
県
厚
生
連
や
病
院
か
ら
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

昭
和
５２
年
に
は
佐
久
総
合
病
院
看
護

専
門
学
校
と
し
て
名
称
変
更
し
、
現

在
も
多
く
の
優
秀
な
看
護
師
を
厚
生

連
病
院
へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
死
因
は
昭
和
３０
年
代
前

半
、
結
核
に
代
わ
っ
て
脳
卒
中
、
が

ん
や
そ
の
ほ
か
の
悪
性
新
生
物
、
心

臓
病
な
ど
が
上
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
疾
患

の
早
期
発
見
を
目
的
に
、
昭
和
３５
年

か
ら
人
間
ド
ッ
ク
を
県
下
全
病
院
で

実
施
し
ま
し
た
。
ド
ッ
ク
は
２
日
間

で
、
費
用
は
組
合
員
の
場
合
４，
８
０

０
円
。
ま
た
鹿
教
湯
の
保
養
入
所
者

は
高
血
圧
を
中
心
に
し
た
精
密
検
査

を
行
う
部
分
ド
ッ
ク
（
１，
０
０
０
円
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
初
年
度
の
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
は
３，
８
０
０
人
に
上

り
ま
し
た
。
農
協
役
職
員
の
健
康
診

断
は
１
６
３
組
合
、
２，
７
０
０
人
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
３６
年

昭
和
３７
年

昭
和
３８
年

昭
和
３９
年

昭
和
４０
年

昭
和
４２
年

昭
和
４８
年

昭
和
４９
年

昭
和
５１
年

昭
和
５２
年

昭
和
５５
年

昭
和
５６
年

昭
和
５９
年

昭
和
６１
年

佐
久
総
合
病
院
附
属
高
等
看
護
学

院
開
設

県
下
全
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
実
施

佐
久
総
合
病
院
附
属
准
看
護
学
院

閉
鎖

第
１
回
農
村
医
学
夏
季
大
学
講
座

開
催

新
町
病
院
開
設

昭
和
病
院
を
地
元
に
移
管

長
野
県
農
村
医
学
研
究
所
を
設
立

北
信
総
合
病
院
附
属
准
看
護
学
院

開
設

長
野
県
農
村
医
学
研
究
所
が
日
本

農
村
医
学
研
究
所
と
改
称

篠
ノ
井
病
院
開
設

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
開
設

鹿
教
湯
温
泉
療
養
所
が
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
教
湯
病

院
と
改
称

全
国
農
村
保
健
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置

会
内
報
・
厚
生
連
だ
よ
り
創
刊

佐
久
総
合
病
院
高
等
看
護
学
院
が

佐
久
総
合
病
院
看
護
専
門
学
校
と

改
称

佐
久
総
合
病
院
小
諸
分
院
が
小
諸

厚
生
病
院
と
改
称

北
信
総
合
病
院
附
属
准
看
護
学
院

閉
鎖

富
士
見
高
原
病
院
開
設

第
１
回
厚
生
連
医
療
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

篠
ノ
井
病
院
が
篠
ノ
井
総
合
病
院

と
改
称

下
伊
那
診
療
所
開
設

トラックに乗り合わせて検診会場へ（昭和30年代）

長
野
県
方
式
軈
年
度
末
手
当
軋

本
会
自
ら
看
護
師
を
養
成

全
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施

臼田小学校校舎を借用
して開校した高等看護
学院（昭和35年9月）



4

佐
久
総
合
病
院
の
３０
年
に
わ
た
る

地
域
保
健
活
動
の
な
か
で
、「
予
防
は

治
療
に
ま
さ
る
」
を
明
確
に
実
証
し

た
八
千
穂
村
全
村
健
康
管
理
の
成
果

が
地
域
の
健
康
管
理
活
動
へ
の
関
心

を
大
い
に
高
め
、
地
域
住
民
か
ら
設

置
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
４８
年
に
同
病
院
へ
併
設

す
る
形
で
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。
病
院
の
看
護
師
更
衣

室
を
改
修
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
の
機
器
を
備
え
た
新
し
い
「
集
団

健
康
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
方
式
の
検

診
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
た
め
に
地
域
に
出
向
く
検
診

班
を
「
巡
回
検
診
隊
」
と
呼
び
、
現

地
で
人
間
ド
ッ
ク
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う

な
検
査
が
、
１
日
２
０
０
人
程
度
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
か

ら
、
全
職
員
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し

て
、
厚
生
連
医
療
を
守
り
育
て
る
た

め
の
共
通
認
識
が
必
要
と
の
観
点
か

ら
、
本
会
と
労
働
組
合
共
催
で
、
第

１
回
厚
生
連
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
昭
和
５９
年
か
ら
年
１
回
開

い
て
い
ま
す

今
年
で
第
５０
回
を
迎
え
る
夏
季
大

学
は
、
昭
和
３６
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

「
広
く
国
内
の
農
村
医
療
や
保
健
衛
生

に
携
わ
る
第
一
線
の
活
動
家
を
対
象

に
し
て
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

運
動
を
基
本
的
人
権
と
民
主
的
精
神

の
確
立
の
運
動
と
結
び
つ
け
て
、
戦

後
に
お
け
る
第
一
線
的
意
義
を
理
解

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
再
教
育
の
場

と
す
る
」（
故
若
月
名
誉
総
長
）
と
の

狙
い
で
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

し
ま
し
た
。

昭
和
６２
年

昭
和
６３
年

平
成
元
年

平
成
３
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
１０
年

平
成
11
年

平
成
１２
年

平
成
１３
年

小
諸
厚
生
病
院
が
小
諸
厚
生
総
合

病
院
と
改
称

会
外
報
・
厚
生
連
な
が
の
創
刊

国
の
モ
デ
ル
事
業
で
佐
久
総
合
病

院
に
老
人
保
健
施
設
を
開
設

松
代
病
院
が
松
代
総
合
病
院
と
改
称

本
所
が
長
野
県
産
業
会
館
か
ら
長

野
県
農
協
ビ
ル
へ
移
転

鹿
教
湯
三
才
山
病
院
を
開
設

小
諸
厚
生
総
合
病
院
老
人
保
健
施

設
「
こ
ま
く
さ
」
開
設

安
曇
病
院
が
安
曇
総
合
病
院
と
改
称

安
曇
総
合
病
院
附
属
白
馬
診
療
所

開
設

社
会
福
祉
法
人
ジ
ェ
イ
エ
ー
長
野

会
設
立

松
代
総
合
病
院
が
長
野
松
代
総
合

病
院
と
改
称

北
信
総
合
病
院
老
人
保
健
施
設

「
も
え
ぎ
」
開
設

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

鹿
教
湯
病
院
分
院
開
設

富
士
見
高
原
病
院
老
人
保
健
施
設

「
あ
ら
ら
ぎ
」
開
設

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
理
念
制
定

全
事
業
所
へ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
設
置
完
了

下
伊
那
診
療
所
が
下
伊
那
厚
生
病

院
と
改
称

Ｊ
Ｒ
小
海
駅
舎
内
に
佐
久
総
合
病

院
付
属
小
海
診
療
所
移
転

佐
久
総
合
病
院
老
人
保
健
施
設

「
こ
う
み
」
開
設

佐
久
総
合
病
院
美
里
分
院
開
設

第
１
回
農
村
医
学
夏
季
大
学
講

座
開
く

厚
生
連
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
く

検診車による胸部健診活動

農村巡回検診隊の歌

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置

＜第１回夏季大学の演題＞　　
「農家と衣服衛生」 農林省技官・暉峻とし子氏
「農民病について」 佐久総合病院長・若月俊一氏
「農村と精神病」 信州大学医学部教授・西丸四方氏
「農村と社会保障」 法政大学教授・吉田秀夫氏
「八千穂村健康管理」 佐久総合病院健康管理部長・松島松翠氏
「農村と寄生虫」 千葉大学医学部教授・柳沢利喜雄氏
「農村における公衆衛生」国立公衆衛生院・曽田長宗氏
「農村の保健婦」 厚生省医務局・箕田あさの氏
「農協病院について」 全国厚生連専務・金井満氏
そのほかに、福武直氏（東京大学）、行天良雄氏（ＮＨＫ解説委員）、
川上武氏（医事評論家）、水野肇氏（医事評論家）、宮本憲一氏（大
阪市立大）、大谷藤郎氏（厚生省医務局長）などが講師でした。



5

治
療
が
終
わ
っ
た
後
も
、
看
護
や

介
護
を
要
す
る
患
者
さ
ん
が
退
院
で

き
な
い
「
社
会
的
入
院
」
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
動
き
の
な
か
で
、
病
院
か
ら

退
院
し
た
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
在

宅
療
養
生
活
に
入
る
た
め
の
中
間
施

設
（
通
過
施
設
）
と
し
て
生
ま
れ
て

き
た
の
が
老
人
保
健
施
設
で
し
た
。

当
時
の
厚
生
省
が
全
国
７
カ
所
に
モ

デ
ル
設
置
す
る
老
人
保
健
施
設
の
一

つ
に
佐
久
総
合
病
院
が
選
ば
れ
、
昭

和
６２
年
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
は
、
Ｊ
Ａ
綱
領
の

も
と
に
医
療
活
動
を
通
じ
、
組
合

員
・
地
域
住
民
の
い
の
ち
と
生
き
が

い
の
あ
る
く
ら
し
を
守
り
、
健
康
で

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
」

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
「
Ｊ
Ａ

綱
領
」
を
制
定
し
た
こ
と
を
受
け
、

平
成
１０
年
に
本
会
で
も
「
Ｊ
Ａ
長
野

厚
生
連
理
念
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

理
念
は
本
会
の
果
た
す
べ
き
社
会
的

役
割
と
使
命
、
役
職
員
の
心
構
え
な

ど
「
会
と
し
て
の
基
本
的
な
使
命
及

び
事
業
活
動
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考

え
方
と
、
と
る
べ
き
役
職

員
の
行
動
目
標
」
を
内
容

と
し
た
も
の
で
す
。

平
成
１７
年
に
は
国
・
長
野
県
の
補

助
事
業
と
し
て
、
信
州
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
佐
久
総
合
病
院
に
導
入
し
ま
し

た
。
初
出
動
は
平
成
１７
年
７
月
９
日
。

そ
の
後
、
３
年
２
カ
月
で
フ
ラ
イ
ト

は
１，
０
０
０
回
を
超
え
ま
し
た
。

長
期
間
に
わ
た
り
膠
着

こ
う
ち
ゃ
く

状
態
で
あ

っ
た
佐
久
総
合
病
院
の
再
構
築
は
、

（
仮
称
）
基
幹
医
療
セ
ン
タ
ー
の
平
成

２５
年
度
、
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
平

成
２８
年
度
の
完
成
に
向
か
っ
て
動
き

出
し
て
い
ま
す
。
新
町
病
院
で
は
、

平
成
２１
年
９
月
に
始
ま
っ
た
診
療
棟

病
棟
建
設
の
第
一
期
工
事
が
終
わ
り
、

病
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

第
二
期
工
事
を
引
き
続
き

行
う
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
老
朽
化
し
た

各
病
院
の
再
構
築
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
総
力
を

挙
げ
た
活
動
な
し
に
は
困

難
な
大
事
業
で
す
。
役
職

員
一
同
の
力
を
結
集
す
る

と
と
も
に
、
ご
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
１５
年

平
成
１６
年

平
成
１７
年

平
成
１８
年

平
成
１９
年

平
成
２０
年

平
成
２１
年

平
成
２２
年

経
営
管
理
委
員
会
制
度
導
入

佐
久
総
合
病
院
小
海
分
院
開
設

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

鹿
教
湯
病
院
附
属
豊
殿
診
療
所
開
設

富
士
見
高
原
病
院
老
人
保
健
施
設

「
す
ず
た
け
」
開
設

富
士
見
高
原
病
院
附
属
中
新
田
診

療
所
開
設

信
州
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入

北
信
総
合
病
院
附
属
北
信
州
診
療

所
開
設

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

鹿
教
湯
病
院
と
鹿
教
湯
三
才
山
病

院
が
鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
統
合

富
士
見
高
原
病
院
老
人
保
健
施
設

「
さ
く
ら
の
」
開
設

長
野
松
代
総
合
病
院
附
属
ち
く
ま

診
療
所
開
設

安
曇
総
合
病
院
附
属
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
あ
ず
み
開
設

長
野
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
画
像
診
断
セ
ン
タ

ー
開
設

長
野
松
代
総
合
病
院
附
属
若
穂
病

院
開
設

小
諸
厚
生
総
合
病
院
附
属
美
里
診

療
所
開
設

富
士
見
高
原
病
院
附
属
み
す
ず
診

療
所
開
設

富
士
見
高
原
病
院
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
「
や
ま
ゆ
り
」
開
設

鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
介
護
療
養
型
老
人

保
健
施
設
「
い
ず
み
の
」
開
設

国
の
モ
デ
ル
事
業

老
人
保
健
施
設

全
国
で
10
番
目
・

県
内
初
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

県内初の信州ドクターヘリ

佐久総合病院再構築・三者協議合意
（平成21年2月7日）

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
理
念
制
定

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
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へ
の
基
幹
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設

概
要
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
主
な
意
見
は
大
き
く

３
点
あ
り
ま
し
た
。
漓
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
騒
音
問
題
　
滷
救
急

車
の
騒
音
問
題
　
澆
病
院
が
で

き
る
こ
と
に
よ
る
交
通
渋
滞
な

ど
、
今
ま
で
の
環
境
が
変
わ
る

こ
と
に
対
し
て
の
ご
心
配
が
出

て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
心

配
へ
の
対
応
と
し
て
、
平
成
２２

年
２
月
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

試
験
飛
行
と
騒
音
測
定
、
ま
た
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
有
用
性
（
救

命
率
の
向
上
）
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
模
擬
患
者
搬
送
訓
練

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
２２
年
３
月
に
は
第
２
回
中
込
中

央
区
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
、
基
幹

医
療
セ
ン
タ
ー
の
配
置
図
や
概
観
図

を
見
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
騒
音

測
定
結
果
や
第
１
回
説
明
会
の
質

問
・
要
望
に
対
す
る
Ｑ
＆
Ａ
と
い
う

形
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
医
療
連
携
に
つ
い
て
は
、

医
師
会
・
浅
間
総
合
病
院
・
当
院
の

三
者
協
議
を
平
成
２１
年
６
月
か
ら
８

回
開
催
し
、
佐
久
広
域
、
東
信
地
域

の
救
急
医
療
体
制
や
、
地
域
医
療
の

役
割
分
担
な
ど
意
見
交
換
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。
佐
久
市
が
新
た
に
設

置
し
た
「
佐
久
市
医
療
体
制
等
連
絡

懇
話
会
」
へ
の
提
案
を
行
い
、
今
後

覚
書
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

く
予
定
で
す
。

院
内
の
動
き
は
、
こ
う
し
た
周
辺

の
動
き
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
平

成
２１
年
７
月
に
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
再
構
築
推
進
本
部
会
議
」
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
も
と
に
１３
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
や
7
の
部
会
、
委
員

会
で
連
日
協
議
が
続
け
ら
れ
、「
基
幹

医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
基
本
計
画
（
案
）」

「
基
本
設
計
図
」
の
作
成
を
行
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
院
と
し
ま
し

て
は
、
ま
ず
、
平
成
２５
年
度
基
幹
医

療
セ
ン
タ
ー
開
設
へ
向
け
、
地
元
住

民
や
関
係
団
体
、
行
政
の
ご
協
力
や

ご
理
解
を
得
る
な
か
で
、
用
途
地
域

の
早
期
変
更
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

当
院
の
各
職
場
で
は
平
成
２２
年
４

月
、（
仮
称
）
基
幹
医
療
セ
ン
タ
ー
の

基
本
設
計
図
の
最
終
確
認
段
階
に
入

り
、
連
日
図
面
を
見
な
が
ら
熱
い
議

論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
村
井
仁
長
野
県
知

事
招
集
の
県
・
佐
久
市
・
本
会
の
三

者
協
議
が
合
意
に
至
っ
た
の
は
、
平

成
２１
年
２
月
７
日
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
４
月
に
「
世
界
最
高
健
康
都

市
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
当
院
再
構
築

に
尽
力
す
る
と
立
候
補
し
た
新
市
長

の
誕
生
に
よ
り
、
加
速
度
的
に
動
き

始
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
臼
田
地
区
の
不
安
解
消
と

い
う
課
題
に
対
し
、
平
成
２１
年
４
月

に
は
４
地
区
で
の
住
民
説
明
会
を
開

催
し
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
質
問
・
要

望
を
整
理
し
、
回
答
を
持
っ
て
平
成

２１
年
１１
月
に
２
回
目
の
臼
田
地
区
住

民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
平
成
２１
年
９
月
に
佐
久
市
と

本
会
は
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
相
互
の
役
割
・
責
務
を
確

認
す
る
こ
と
や
、
開
設
時
期
の
明
文

化
（
基
幹
医
療
セ
ン
タ
ー
の
平
成
２５

年
度
開
設
、
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

平
成
２８
年
度
開
設
を
め
ど
と
す
る
）

を
図
る
こ
と
で
早
期
に
住
民
の
理
解

を
得
て
、
再
構
築
を
進
め
る
こ
と
が

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
１２
月
に
は
、
建
設
予
定

地
の
中
込
中
央
区
に
お
い
て
説
明
会

お
よ
び
佐
久
市
工
場
団
地
事
業
組
合院内ヒアリングの様子

基幹医療センター外観イメージ

動
き
出
し
た
再
構
築
！

佐
久
総
合
病
院
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介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
「
い

ず
み
の
」
が
４
月
１
日
、
上
田
市
小

泉
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当

施
設
は
老
人
保
健
施
設
の
役
割
で
あ

る
、
病
院
か
ら
在
宅
復
帰
へ
の
橋
渡

し
を
す
る
中
間
施
設
が
基
本
で
す
。

特
徴
的
な
の
は
、
医
療
・
看
護
を
厚

く
し
、
重
介
護
の
利
用
者
さ
ん
が
急

変
し
た
際
、
看
取
り
ま
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
点
で
す
。

さ
ら
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
専
門
性

を
発
揮
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
に
よ
り
、
利
用
者
さ
ん
の
身

体
機
能
や
能
力
の
維
持
・
向
上
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
設
の
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
や
ま
び
こ
」
や
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
と
連
携

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
本
院
で
実
施
さ

れ
て
い
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
と
併
せ
て
シ
ー
ム
レ
ス
な

（
継
ぎ
目
の
な
い
）
体
制
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
当
施
設
内
に
は
Ｊ

Ａ
信
州
う
え
だ
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
、

同
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
併
設

さ
れ
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
ト
ー
タ
ル

的
に
機
能
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
利

用
者
さ
ん
の
要
望
に
ス
ム
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
色
調
の
外
観
が
特
徴
の
建

物
内
部
は
、
個
室
の
み
の
居
室
と
共

用
ス
ペ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

利
用
者
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
ア

メ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
老
健
施
設
を
め
ざ

し
、
施
設
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
を
、
地
域
の

方
々
や
ご
家
族
の
交
流
の
場
と
し
て

提
供
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
に
開
か

れ
た
よ
り
良
い
施
設
と
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
施
設
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
を
は
じ
め
、
行
政
、

医
師
会
、
地
域
の
皆
さ
ま
な
ど
の
多

大
な
る
ご
協
力
や
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
「
い
ず
み
の
」
オ
ー
プ
ン

鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

明るい外観の「いずみの」

利用者さんのプライバシーに配慮した居室

住所　長野県上田市小泉72番地1
電話　0268－26－6600
建物　鉄筋コンクリート造り3階建て

延床面積　5,645.43裃
●介護療養型老人保健施設　定員120人
●通所リハビリテーション　定員40人
●在宅サービス
○いずみの居宅介護事業所
○訪問看護ステーション「やまびこ」
○鹿教湯病院訪問リハビリテーション
●併設事業所
○ＪＡ信州うえだ福祉相談センター
○ＪＡ信州うえだヘルパーステーション

介護療養型老人保健施設「いずみの」概要
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急
性
期
外
傷
に
は

ま
ず
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

打
撲
、
ね
ん
ざ
で
、
局
所
に
は
皮
下

出
血
と
炎
症
が
惹
起

じ
ゃ
っ
き

さ
れ
ま
す
。
炎
症

が
起
き
れ
ば
、
疼
痛

と
う
つ
う

注
１

、
腫
脹

し
ゅ
ち
ょ
う

注
２

、
局
所
熱
感
が
生

じ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
鎮
静
化
さ
せ
る
の
が
、
急
性
期

外
傷
の
初
期
治
療
の
目
的
と
な
り
ま
す
。

治
療
法
の
原
則
は
、
局
所
の
安
静
固
定
（R

est

）、

ア
イ
シ
ン
グ
（Ice

）、
圧
迫
（C

om
pression

）、
拳

上
（Elevation

）
で
す
。
こ
れ
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
呼
び
ま
す
。

回
答
者
●

下し
も

地じ

昭あ
き

昌ま
さ

●
小
諸
厚
生
総
合
病
院
　
整
形
外
科
医
長

ね
ん
ざ
や
打
ち
身
な
ど
に
な
っ
た
と
き
、

温
シ
ッ
プ
と
冷
シ
ッ
プ
で
悩
み
ま
す
。

ど
う
い
う
と
き
に
温
シ
ッ
プ
を
使
い
、
ど
う
い
う
と
き
に

冷
シ
ッ
プ
を
使
う
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

温
シ
ッ
プ
と
冷
シ
ッ
プ
の
使
い
分
け

温
シ
ッ
プ
は
か
え
っ
て
症
状
を
悪
化

よ
っ
て
急
性
期
（
腫
脹
が
と
れ
る
ま
で
の
１
〜
２
週

間
く
ら
い
）
に
は
冷
シ
ッ
プ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

理
想
的
に
は
ア
イ
シ
ン
グ
、
つ
ま
り
氷
で
冷
や
す
の
が

よ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
温
シ
ッ
プ
は
か
え
っ
て
症
状

を
悪
化
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
た
め
使
用
す
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

慢
性
期
に
は
ど
ち
ら
で
も

そ
の
後
、
症
状
が
安
定
し
慢
性
期
に
移
行
し
た
こ
ろ

に
は
、
冷
シ
ッ
プ
、
温
シ
ッ
プ
の
ど
ち
ら
を
使
用
し
て

も
問
題
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
見
で
す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、
温
シ
ッ
プ
は
冷
シ

ッ
プ
に
唐
辛
子
エ
キ
ス
な
ど
の
刺
激
物
質
を
加
え
た
だ

け
の
も
の
で
す
の
で
、
あ
え
て
使
用
す
る
意
味
は
あ
ま

り
な
い
で
し
ょ
う
。
全
過
程
を
通
し
て
、
冷
シ
ッ
プ
を

使
用
し
て
い
た
だ
い
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

注
１
　
疼
痛
（
と
う
つ
う
）
…
ず
き
ず
き
痛
む
こ
と
。

う
ず
く
こ
と
。

注
２
　
腫
脹
（
し
ゅ
ち
ょ
う
）
…
腫
瘍
・
炎
症
ま
た
は

充
血
・
液
体
の
貯
留
な
ど
に
よ
り
身
体
の
一
部

が
は
れ
上
が
る
こ
と
。

安静固定（R）
副木などで固定し動かない
ようにする。

アイシング（I）
氷などで冷やす。

圧迫（C）
包帯などで圧迫する。

拳上（E）
手足を心臓より高い位置に
挙げておく。
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？最近注目されている
ロコモティブシンドローム

長野松代総合病院

整形外科部長 堀内
ほり う ち

博
ひ ろ

志
し

り
閉
じ
こ
も
り
が
ち
と
な
っ
て
、
日

常
生
活
に
も
障
が
い
を
起
こ
す
よ
う

に
な
る
と
「
運
動
器
不
安
定
症
」
と

判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
う
な
る
と
単
な

る
「
足
腰
の
弱
り
」
で
は
な
く
、
治

療
し
な
く
て
は
い
け
な
い
「
病
気
」

と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ

し
、
腰
や
関
節
の
痛
み
、
ふ
ら
つ
き

が
短
期
間
に
進
行
し
た
と
き
は
「
ロ

コ
モ
」
や
「
運
動
器
不
安
定
症
」
以

外
の
病
気
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

！

転倒しないように必ずつかまるもの
がある場所で行いましょう。床につ
かない程度で片足を上げて、左右１
分ずつ１日３回行うのが目安です。

ひざや足関節の曲げ伸ばしを
ゆっくり行います。反動をつ
けずに行うことが大切です。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ロ
コ
モ

に
対
す
る
訓
練
と
し
て
は
、

開
眼
片
脚
立
ち
や
ス
ク
ワ
ッ

ト
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ

体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自

分
に
合
っ
た
無
理
の
な
い
範

囲
で
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
特
別
な
訓
練
を

し
な
く
て
も
、
日
常
生
活
を

元
気
に
こ
な
し
て
い
れ
ば
、

ロ
コ
モ
予
防
に
な
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
が
さ
ら
に
進
行

し
、
高
齢
者
が
歩
行
や
移
動

能
力
の
低
下
を
起
こ
し
、
簡

単
に
転
倒
し
や
す
く
な
っ
た

り
、
転
倒
を
恐
れ
る
あ
ま
り

移
動
し
た
が
ら
な
く
な
っ
た

日
本
は
世
界
に
先
駆
け
高
齢
化
社

会
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か

で
も
長
野
県
は
平
均
寿
命
を
見
て
も

さ
ら
に
先
を
い
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
当
然
、
加
齢
変
化
に
伴
い

「
足
腰
が
弱
っ
て
く
る
」
状
態
に
な
り

ま
す
か
ら
、「
元
気
に
い
き
い
き
と
し

た
老
後
」
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
い

か
に
運
動
器
（
足
腰
）
を
丈
夫
に
保

つ
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

予
防
医
学
の
観
点
か
ら
、
運
動
器
の

衰
え
が
日
常
生
活
の
支
障
と
な
る
以

前
に
、
簡
単
な
運
動
を
す
る
こ
と
で

「
足
腰
の
弱
り
」
を
防
止
し
よ
う
と
い

う
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
日
本
整
形
外
科
学
会
で
は

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を

提
唱
し
て
、
運
動
器
を
健
康
な
状
態

に
保
つ
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

は
、
い
わ
ゆ
る
「
足
腰
が
弱
っ
た
」

状
態
を
示
し
、「
運
動
器
症
候
群
」
と

も
呼
ば
れ
る
加
齢
変
化
の
一
つ
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
関
節
や
筋
肉
の
働
き

が
衰
え
て
く
る
と
、
歩
い
た
り
階
段

を
上
が
っ
た
り
と
い
っ
た
日
常
生
活

に
お
け
る
普
通
の
動
作
が
し
に
く
く

な
り
、
介
助
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
簡
単
な
体
操
な

ど
を
す
る
こ
と
に
よ
り
「
足
腰
を
鍛

え
」、
関
節
や
筋
肉
な
ど
の
働
き
を
衰

え
さ
せ
ず
、
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
を

め
ざ
し
て
「
ロ
コ
モ
」
が
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。

高
齢
者
で
「
歩
く
と
き
に
ふ
ら
つ

い
て
転
び
や
す
い
」「
階
段
を
上
る
の

に
手
す
り
が
必
要
」「
家
の
な
か
で
つ

ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
」「
片
足

立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
」「
横
断
歩

道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い
」「
１５

分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い
」
な
ど

に
一
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
「
ロ
コ
モ
」

ロコモ解消のためにロコモーショントレーニング

筋力訓練 開眼片脚立ち
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専
門
看
護
師
制
度
は
、
看
護
の
専

門
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日
本

看
護
協
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
、
が
ん
看
護
や
精
神
看
護
、

老
人
看
護
、
母
性
看
護
な
ど
１０
領
域

で
専
門
看
護
師
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。小

児
看
護
専
門
看
護
師
は
、
子
ど

も
と
ご
家
族
が
健
や
か
に
成
長
し
発

達
し
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
と
連
携
し
て
「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
」
を
考
慮
し
た
看
護
を
提
供

し
、
看
護
の
質
を
高
め
る
た
め
の
活

動
を
行
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
子
ど
も
や

養
育
者
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
児
童
虐
待
や
犯
罪
の
低
年

齢
化
、
慢
性
疾
患
や
小
児
の
精
神
疾

患
の
増
加
、
養
育
者
の
育
児
不
安
な

ど
小
児
を
取
り
巻
く
状
況
は
非
常
に

厳
し
く
、
ま
た
看
護
ケ
ア
を
必
要
と

し
て
い
る
子
ど
も
は
、
医
療
施
設
に

と
ど
ま
ら
ず
在
宅
や
施
設
、
学
校
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
及
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
養
育

者
も
看
護
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を

痛
感
す
る
な
か
で
、
私
は

小
児
看
護
専
門
看
護
師
に

つ
い
て
強
く
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

看
護
師
と
し
て
出
会
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
私
に

大
き
な
学
び
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
病
気
と
と
も

に
生
き
、
残
さ
れ
た
時
間

を
精
一
杯
生
き
る
子
ど
も

た
ち
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
子
ど
も
の
言

葉
に
な
ら
な
い
思
い
を
受
け

止
め
、
そ
の
子
の
持
つ
力
を

引
き
出
し
て
い
け
る
看
護
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
子
ど
も
と
ご
家
族
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
と
協

働
し
な
が
ら
入
院
だ
け
の

「
点
」の
か
か
わ
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
の
生
活
に
も
視
点
を

お
き
、「
点
」
か
ら
「
線
」
へ

と
つ
な
が
る
支
援
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

小
児
看
護
専
門
看
護
師
と
し

て
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
研
究
や

進
路
相
談
、
倫
理
的
葛
藤
な

ど
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
お
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

子どもたちの 
　最善のために 
子どもたちの 
　最善のために 

加賀田　真寿美 
佐久総合病院 
小児看護専門看護師 

か　が　た ま　す　み 

小児病棟にて（右が筆者）

専
門
看
護
師

複
雑
で
解
決
す
る
こ
と
が
難
し

い
問
題
を
持
つ
個
人
や
家
庭
、

集
団
に
対
し
て
、
高
い
水
準
の

看
護
ケ
ア
の
技
術
や
知
識
を
持

っ
て
接
す
る
専
門
的
な
看
護

師
。
専
門
看
護
師
に
な
る
た
め

に
は
、
保
健
師
・
助
産
師
・
看

護
師
の
い
ず
れ
か
の
免
許
を
持

っ
て
い
る
こ
と
、
看
護
系
大
学

院
修
士
課
程
な
ど
所
定
の
教
育

を
修
了
し
て
い
る
こ
と
、
専
門

看
護
師
に
な
る
た
め
の
実
務
経

験
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
受
験
資

格
が
必
要
で
す
。
そ
の
上
で
、

日
本
看
護
協
会
の
専
門
看
護
師

認
定
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
本
会
で
は
、
筆
者

の
み
が
小
児
看
護
専
門
看
護
師

の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
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シ
ス
テ
ム
更
新
を
機
に
電
子
化
へ

当
院
で
は
平
成
15
年
に
診
療
業
務

の
電
算
化
の
た
め
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
医
療
の
安
全

性
を
高
め
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
老
朽

化
な
ど
も
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新

が
必
要
と
な
り
、
こ
の
機
会
に
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

情
報
伝
達
の
効
率
化
と
情
報
の
共
有
化

平
成
15
年
の
電
算
化
に
よ
り
情
報

共
有
が
進
み
、
検
査
結
果
の
即
日
説

明
、
予
約
の
全
体
把
握
な
ど
も
可
能

と
な
る
な
ど
、
伝
票
時
代
よ
り
も
合

理
的
、
効
率
的
に
診
療
が
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

２１
年
に
は
画
像
検
査
結
果
の
電
子
化

を
行
い
、
フ
ィ
ル
ム
な
し
で
画
像
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
診
断
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

当
院
で
は
順
次
、
診
療
情
報
の
電
子

化
に
よ
り
情
報
伝
達
を
効
率
化
し
、

情
報
の
共
有
化
に
よ
り
医
療
の
安
全

性
・
効
率
性
の
向
上
を
し
て
き
ま
し

た
。
３
月
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
情

報
の
電
子
化
が
進
み
ま
し
た
。

診
察
待
ち
時
間
の
短
縮
に
も

電
子
カ
ル
テ
で
は
、
現
在
紙
の
カ

ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
診
療
の
記

録
も
電
子
化
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

保
存
さ
れ
ま
す
。
診
療
記
録
は
即
時

に
院
内
の
ど
こ
で
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
職
員
間
で
の
情
報

伝
達
・
共
有
化
が
進
む
こ
と
で
チ
ー

ム
医
療
が
強
化
さ
れ
て
、
医
療
の
安

心
・
安
全
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
外
来
診
察
で
は
カ
ル
テ
探

し
、
カ
ル
テ
搬
送
の
時
間
が
待
ち
時

間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
電
子
カ

ル
テ
が
安
定
稼
働
す
れ
ば
そ
れ
も
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
診
察
待
ち
時
間

の
短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
入
院

中
の
記
録
は
、
退
院
後
は
別
冊
の
入

院
カ
ル
テ
と
し
て
倉
庫
で
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
管
理
さ
れ

ま
す
の
で
、
退
院
後
も
継
続
的
に
入

院
中
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

診
察
が
ス
ム
ー
ズ
に

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
く
変
わ

っ
た
こ
と
は
、
来
院
時
の
受
付
方
法

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
予
約
の
患

者
さ
ん
に
も
一
度
、
医
事
課
で
受
付

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
ブ
ロ
ッ

ク
受
付
で
受
付
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
予
約
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
今
ま
で
よ
り
不
便
に
な

っ
た
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
患
者

さ
ん
の
病
院
内
の
所
在
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
診
察
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間

の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。
な
お
、

お
体
の
不
自
由
な
方
に
つ
い
て
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
受
付
の
職
員
に
声
を
掛
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
い
た
し
ま
す
。

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い
シ

ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

電子カルテ 
　　　を導入 

小諸厚生総合病院 

フィルムの代わりに画像で

医事課自動受付機

ブロック受付
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ほ
か
に
も
、
１３
ペ
ー
ジ
の
写
真
の

よ
う
に
、
実
際
の
重
さ
を
体
感
し
て

も
ら
う
「
脂
肪
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
模
型
」、

動
脈
硬
化
の
様
子
を
視
覚
と
触
覚
で

体
験
す
る
「
冠
動
脈
模
型
」
な
ど
、

対
象
者
の
視
覚
に
訴
え
、
関
心
と
理

解
を
促
す
教
材
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
普
段
食
べ
て
い
る
量
や
バ
ラ

ン
ス
が
適
切
か
ど
う
か
は
、
認
識
し

づ
ら
い
も
の
で
す
。「
１
日
１，
８
０
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
料
理
」
の
写
真
は
、

対
象
者
に
自
分
の
食
事
の
傾
向
や
問

題
点
を
認
識
し
て
も
ら
う
の
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
使
用
頻
度
は
少
な
い

で
す
が
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
つ
き
万

歩
計
も
用
意
し
、
必
要
時
に
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

「
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
紙
」

は
、
計
画
し
た
生
活
改
善
の
実
施
状

況
と
体
重
な
ど
を
記
録
す
る
も
の
で
、

日
々
の
意
識
づ
け
や
効
果
の
出
や
す

さ
を
狙
っ
て
、
多
く
の
対
象
者
に
記

入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

都
合
の
よ
い
時
間
帯
を
確
認
し
て
お

く
の
で
、
就
業
中
で
も
必
要
量
の
会

話
支
援
が
で
き
て
い
ま
す
。

次
に
、
使
用
し
て
い
る
教
材
「
あ

な
た
の
健
診
結
果
の
推
移
」
を
紹
介

し
ま
す
。
健
診
結
果
報
告
書
が
３
年

分
の
デ
ー
タ
を
表
示
し
て
い
る
の
に

対
し
、
こ
ち
ら
は
最
大
１０
年
分
の
デ

ー
タ
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
表
示
内

容
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
判
定
に
か
か
わ
る
検
査
項
目
を

中
心
に
、
喫
煙
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
運

動
と
い
っ
た
生
活
習
慣
も
含
ん
で
い

ま
す
。
本
会
の
集
団
健
康
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
受
け
て
い
る
方

に
と
っ
て
は
、
過
去
の
状
況
を
振
り

返
る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
変
化
や
生

活
習
慣
の
及
ぼ
す
影
響
を
よ
り
理
解

す
る
の
に
役
立
つ
教
材
と
な
っ
て
い

ま
す
。

互
い
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
も
役
立

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
電
話
は
主

に
対
象
者
の
勤
務
先
に
か
け
さ
せ
て図1 積極的支援プログラムの例

（Ａ：165ポイント　Ｂ：20ポイント　合計185ポイント）

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
平

成
２０
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
初
年
度
か
ら
特

定
保
健
指
導
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
回
は
私
た
ち
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
実
施
し
て
い
る
か
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

あ
る
健
康
保
険
組
合
と
の
契
約
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
積
極
的
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

事
業
所
が
広
域
に
所
在
し
て
い
る

た
め
、
私
た
ち
が
巡
回
で
出
向
い
て

面
談
を
行
い
ま
す
。
初
回
面
接
の
約

１
カ
月
後
に
二
度
目
の
面
談
を
行
い
、

以
後
は
電
話
を
中
心
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
最
初
に
あ
ま
り
間
を
空
け
ず

に
２
回
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
お

は
じ
め
に

使
用
教
材
の
例

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例

支援Ａ：取り組んでいることの実践状況・結果を評価し、必要時計画の修正をする。 
　　　　食事や運動について実践的な支援をする。 
支援Ｂ：取り組んでいることの確認を行い、それを継続できるよう励ましを行う。 

初
回
面
接 

　
（
個
別
面
談
・
30
分
程
度
） 

1
カ
月
後 

個
別
Ａ 

　
（
30
分
・
120
ポ
イ
ン
ト
） 

2
カ
月
後 

電
話
Ｂ 

　
（
５
分
・
10
ポ
イ
ン
ト
） 

3
カ
月
後 

電
話
Ａ
【
中
間
評
価
】 

　
（
15
分
・
45
ポ
イ
ン
ト
） 

4
カ
月
後 

電
話
Ｂ 

　
（
５
分
・
10
ポ
イ
ン
ト
） 

6
カ
月
後 

6
カ
月
後
の
評
価 

　
（
通
信
） 

保
健
師
　

中
嶋

な
か
じ
ま

夏な
つ

美み

〜
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
場
合
〜

「
特
定
保
健
指
導
」

こ
ん
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
！！



き
ま
す
。
実
際
、
健
診
時
の
介
入
を

機
に
、
初
回
面
接
ま
で
に
す
で
に
生

活
改
善
に
取
り
組
み
始
め
た
と
い
う

方
も
い
ま
す
。

６
カ
月
後
の
評
価
に
は
、
専
用
に

作
成
し
た
「
評
価
問
診
票
」
を
使
用

し
ま
す
。
こ
れ
は
健
診
で
使
用
す
る

「
充
実
問
診
票
」
と
同
じ
質
問
項
目
を

含
ん
で
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
体

重
や
腹
囲
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
健

診
時
と
比
べ
食
生
活
・
身
体
活
動
と

い
っ
た
生
活
習
慣
や
、
健
康
に
対
す

る
意
識
の
変
化
も
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
特
定
保
健
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指
導
の
実
績
を
、
初
回
面
接
を
行
な

っ
た
人
数
で
み
る
と
以
下
の
通
り
で

す
。
平
成
２０
年
度
は
施
設
型
（
対
象

者
に
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
来
所
し
て
も

ら
い
面
談
実
施
）
が
５７
人
、
巡
回
型

（
私
た
ち
が
対
象
者
の
所
へ
出
向
き
面

談
実
施
）
が
１
４
８
人
で
、
計
２
０

５
人
で
す
。
契
約
先
は
２
健
保
、
２

国
保
で
し
た
。
平
成
２１
年
度
は
１
月

末
時
点
で
施
設
型
が
２２
人
、
巡
回
型

が
４
４
９
人
で
計
４
７
１
人
で
す
。

契
約
先
は
新
た
に
大
型
健
保
も
加
わ

り
、４
健
保
、２
国
保
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２０
年
度
は
個
別
支
援
の
み
実

施
し
ま
し
た
が
、
平
成
２１
年
度
は
グ

ル
ー
プ
支
援
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

一
度
支
援
し
た
人
が
、
次
年
度
も

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
を
多
く
見
ま
す
。
個
々
の

結
果
を
確
認
し
て
み
る
と
、
基
準
範

囲
に
は
入
ら
な
か
っ
た
が
数
値
は
改

善
傾
向
に
あ
る
ケ
ー
ス
、
残
念
な
が

ら
体
重
は
減
ら
な
か
っ
た
が
生
活
習

慣
は
改
善
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
短
期
的
な
結
果
だ
け
に

一
喜
一
憂
せ
ず
、
長
期
的
な
目
で
も

見
て
い
く
姿
勢
が
支
援
者
・
対
象
者

と
も
に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
特
定
保
健
指
導
は
、
対

象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
、
健

診
時
に
す
で
に
介
入
を
行
な
っ
て
い

る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
保
健

指
導
を
委
託
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

は
、
健
診
で
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い

て
詳
細
な
質
問
項
目
を
含
ん
だ
「
充

実
問
診
票
」
を
使
用
し
て
も
ら
う
よ

う
働
き
か
け
ま
す
。

こ
の
問
診
票
は
、
追
加
で
記
入
し

て
も
ら
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
質
問

内
容
は
食
事
・
就
寝
な
ど
の
時
間
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ

い
て
の
知
識
の
程
度
、
減
量
目
標
・

生
活
改
善
方
法
な
ど
で
す
。
対
象
者

に
健
診
時
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
説
明
な
ど
を
し
な
が
ら
、

減
量
方
法
の
決
定
を
支
援
し
ま
す
。

つ
ま
り
初
回
面
接
に
準
じ
た
支
援
を

し
ま
す
。
初
回
面
接
で
は
ほ
か
に
説

明
・
確
認
す
べ
き
事
項
が
多
く
、
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
先
に
、
あ
る
程

度
の
説
明
・
意
向
確
認
を
し
て
お
く

こ
と
で
、
余
裕
を
持
っ
て
支
援
が
で

脂肪1kg模型（左上）、万歩計（上中央）、冠動脈模型（右上）、

1日1800kcalの料理（下）

運動のグループ支援の様子

本
会
の
特
定
保
健
指
導
の
特
徴

実
績

終
わ
り
に



地域の方と同じ目線で地域の方と同じ目線で
意見交換意見交換

地域の方と同じ目線で
意見交換

　“私たちは「遠くの親戚よりも近くの高原
病院」をモットーに地域から信頼される医療
を実践します”の理念のもとに、井上憲昭院
長をはじめとし、職員が地域住民と垣根のな
い病院づくりをめざしています。
　その一環として、地域住民を対象にした“か
らだの健康教室”を開催しています。今回は
その活動を紹介させていただきます。
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「
病
院
」
と
聞
く
と
ど
ん
な

印
象
を
持
た
れ
ま
す
か
？
　
大

概
の
方
は
自
分
を
弱
い
立
場
と

感
じ
、
で
き
る
だ
け
か
か
わ
り

た
く
な
い
と
考
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
患
者
さ
ん
と

医
師
・
看
護
師
の
間
に
相
互
の

理
解
や
抱
く
思
い
の
溝
が
あ
る

こ
と
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
病
院
で
飛

び
交
う
用
語
と
、
世
間
の
言
葉

に
も
大
き
な
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
診
察
室
の
や
り
と
り
で

は
、
ど
う
も
一
方
的
な
た
め
か

そ
の
食
い
違
い
に
気
が
つ
き
に

く
い
の
で
す
。
そ
こ
で
各
々
得

意
分
野
を
持
つ
医
師
が
、
講
座
の
形

式
で
病
気
に
つ
い
て
の
話
を
、
定
期

的
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
と
し
て
で
は
な
く
聴
講

生
と
し
て
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

医
療
者
と
同
じ
目
線
で
意
見
交
換
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ

け
で
す
。
そ
こ
か
ら
多
少
で
も
そ
の

「
溝
」
が
浅
く
な
り
、
健
康
に
対
す
る

「
思
い
」
が
少
し
で
も
共
有
で
き
る
こ

と
も
期
待
し
ま
し
た
。

「
健
康
が
正
義
」
で
「
病
は
悪
者
」

と
い
う
錦
の
旗
を
振
り
か
ざ
し
て
、

修
行
者
や
聖
人
の
よ
う
に
暮
ら
す
の

も
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
に
人
生
を
楽
し
み
な
が
ら
、

病
気
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持

っ
て
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

こ
の
教
室
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

富士見高原病院

受講者からの質問が多く、予定時間をオーバーすることもしばしば。
親しみやすい雰囲気を出すために白衣はやめました。

患
者
さ
ん
と
の
溝
を
な
く
し
た
い
　
そ
の
た
め
に
…

〜
か
ら
だ
の
健
康
教
室
を
開
い
た
理
由
〜

副
院
長
・
神
経
内
科
　
矢や

澤ざ
わ

正
信

ま
さ
の
ぶ
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「
か
ら
だ
の
健
康
教
室
」
は
平
成

２０
年
１１
月
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
４
月

に
は
１６
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
受
講
者
数
は
延
べ
９
７
３

人
、
１
回
あ
た
り
を
平
均
す
る
と
６０

人
以
上
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
の
講
座
で
は
、
動
脈
硬
化
、

糖
尿
病
、
肝
臓
の
病
気
、
高
血
圧
、

肺
気
腫
な
ど
、
気
に
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
病
気

の
基
本
的
な
情
報
を
、
日
ご
ろ
気
を

つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
共
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

し
て
、
毎
回
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

多
く
の
方
が
「
病
気
の
原
因

を
見
つ
け
普
段
か
ら
気
を
つ

け
た
い
」「
病
気
を
予
防
し
た

い
」
と
思
い
参
加
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。「
世
の
中
に
は

健
康
に
関
す
る
本
は
多
い
け

れ
ど
、
医
師
の
話
を
直
接
聞

く
機
会
だ
か
ら
」
と
受
講
さ

れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

何
度
も
足
を
運
ば
れ
る
受

講
者
も
多
く
「
参
加
す
る
う

ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
」
と

い
う
方
も
い
ま
す
。「
診
察
と

は
違
う
形
で
病
院
と
か
か
わ
り
、
患

者
と
し
て
安
心
で
き
た
」
と
い
っ
た

感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
か
ら
だ
の
健
康
教
室
」
は
「
地

域
と
病
院
の
交
流
の
場
」「
生
き
が
い

の
一
つ
」
な
の
で
、「
続
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ま
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

る
講
座
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
講
師
は
、
当
院
の
内
科
医
が
持

ち
回
り
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
特
別

編
で
は
、
内
科
以
外
の
医
師
も
登
場

す
る
予
定
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

当
院
は
現
在
、
１
４
９
床
の
病
院

を
中
心
に
、
二
つ
の
診
療
所
、
三
つ

の
老
人
保
健
施
設
、
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
一
つ
の
保
育
園
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
四
つ
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
、
二
つ
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
事
業
所
の
分
布
も
富
士
見
町

か
ら
原
村
、
伊
那
市
に
及
び
、
平
成

２３
年
に
は
諏
訪
市
に
も
老
人
保
健
施

設
を
展
開
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

病
院
や
施
設
の
運
営
は
、
地
域
住

民
の
信
頼
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
住
民
は
、
病
院
や
施
設
に
対
し

て
時
代
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
変
化
を

期
待
す
る
と
同
時
に
、
い
つ
ま
で
も

変
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
も
の
も
持
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と

を
敏
感
に
察
知
し
、
大
切
な
も
の
を

失
う
こ
と
な
く
、
時
代
遅
れ
に
も
な

ら
な
い
よ
う
に
、
絶
え
ず
変
革
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
か
ら
だ
の
健
康
教
室
」
と
今
後

講
座
担
当
者
　
上
原

う
え
は
ら

陽よ
う

子こ

こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動

院
長
　
井
上

い
の
う
え

憲
昭

か
ず
あ
き

今後の予定〈開催は毎月第2水曜日18：30～〉
●第7回　6月9日
消化器科医師　　太田　達郎

●第8回　7月14日
中新田診療所長・神経内科医師　　丸山　恵子

●第9回　8月11日
院長・神経内科医師　　井上　憲昭
※お申し込み・お問い合わせ
富士見高原病院総務課　0266-62-3030（代表）

地域の皆さまから楽しみにしていただける講座に




